
2022 年 2 月 28 日 

2021 年度電子情報通信学会連続講演・シンポジウムシリーズ「データの科学・技術の ELSI

とその教育」 

 

シンポジウム「それは人を対象とする研究か：医科学から社会科学的

研究まで、データサイエンスと AI の倫理を考える」 
 

電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会 

 

 電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会（SITE 研究会）は、2021 年度電子情報通信学

会連続講演・シンポジウムシリーズ「データの科学・技術の ELSI とその教育」として、一

連の講演・シンポジウムを開催してきた（別紙 1）。 

このシリーズの最終回として、本シンポジウムは、人に由来するデータを扱う科学として

発展しつつある電子情報通信技術の倫理的・法的・社会的問題について、広い分野から識者

を集めて議論・検討することを目的とする。 

電子情報通信技術の発展と社会的浸透にともなって、従来の質問票調査によらずとも、さ

まざまな手法で人由来のデータを入手できるようになりつつある。たとえば、ソーシャルネ

ットワーキングサービス（SNS）などのインターネット上のコミュニケーションの痕跡を取

得して分析したり、モノのインターネット（IoT）の発展と普及によって、行動や身体的・

心理的状態に関するデータを直接人から取得したりすることが可能となっている。医療デ

ータの社会的活用に関しては、医療費のコストダウンに加えて、生活習慣病や遺伝的基盤を

有する病気の治療やケアへの活用のため推進されつつある。これらのデータは、機械学習

（いわゆるＡＩ）の学習データとして活用させることで、医師の診断支援やセルフメディケ

ーションへの活用も期待される。 

ところが、こうした人由来のデータの取得・保存・利用活用には、広く法的・倫理的・社

会的問題が存在することが知られている。医学生物学分野における人を対象とする研究は

直接身体的・精神的侵襲が懸念され、その倫理や規制は、ニュルンベルク綱領以来着実に整

備が進んできた。また、心理学や社会学、歴史（オーラルヒストリー）、文化人類学などの

人文・社会科学分野の研究においても、人由来のデータの不適切な取扱いによる心理的・社

会的危害の問題は指摘され、その対応が行われてきている。個人情報保護法や著作権法など

の法的対応だけでは、十分な研究対象者・被験者・関係者の保護ができないことも知られて

きた。医学生物学や心理学の研究倫理を厳格に適用した場合、社会科学的研究の実施が困難

になる可能性も指摘されている。 

そうすると規制を厳格にする、研究倫理が整備された分野の規制をほかの分野に転用し

て適用するだけでは研究が不可能になる可能性がある一方で、ELSI に関する配慮のない研

究は被験者や研究対象者・関係者に社会的利益や彼らが得られる利益を上回る苦痛・苦悩を



与える一方的なものとなったり、社会に対して思わぬ悪影響を与えたりする可能性がある。

身勝手な研究推進は、研究対象者や公衆の信頼を失うことで、結果として研究資源の獲得・

確保に支障をきたして研究を実施することができなくなる可能性がある。研究における

ELSI への配慮は、健全な研究を実現し、研究分野に対する広く社会の信頼を構築・維持し、

持続可能性がある健全な研究環境を整備するためにも不可欠のものとなっている。 

本シンポジウムは、上記のような状況に照らして、幅広く現代における電子情報通信技術

分野における人を対象とする研究に関して、その ELSI と教育に関して考察をする。 

放送大学数理・データサイエンス・AI 講座の「心得」編の講師陣に加えて、医療データの

活用や、インターネット研究倫理ガイドラインにかかわる倫理・法の専門家を迎えて、総合

的に、人を対象とし、または人由来のデータを研究する数理・データサイエンス・AI の ELSI

とその教育について、総合的に考察・議論を行う。 

 

１．主催：電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会 

 

２．共催・後援：IEEE 技術の社会との関わり合いソサイエティ（IEEE/SSITJ: The Society 

on Social Implications of Technology (SSIT) of the Institute of Electrical and 

Electronics Engineers (IEEE) Japan Chapter）、科学研究費補助金基盤（B）「インターネ

ット研究倫理の構築－倫理問題の考察と倫理ガイドラインの提案」（研究代表：吉備国際大

学准教授大谷卓史）（課題番号：18H00608）、科学研究費基盤研究（A)「ポストトゥルースの

時代における新しい情報リテラシーの学際的探求」（研究代表：名古屋大学准教授久木田水

生）（課題番号：19H00518） 

 

３．日程 

2022 年 3 月 8 日（火）9時 20 分～12 時 

 

４．場所 

ハイブリッド開催 

リアル開催場所：京都大学 吉田キャンパス 学術情報メディアセンター 南館 2 階 201/202 

（〒606-8501 京都市左京区吉田本町）  

交通アクセス：https://www.media.kyoto-u.ac.jp/accms_web/access 

バーチャル開催場所：Zoom オンライン会議（URL は申込者に通知します） 

 

５．シンポジウム構成案 

9:20～9:25 SITE 研究会委員長挨拶（2 分）＋趣旨説明（3分） 5 分 

第 1 部 講演 

9:25～9:45 横野恵（早稲田大学社会科学部准教授）：人由来のデータ活用のイノベーショ



ンとその倫理的問題：医療データを中心として 20 分 

9:45～10:05 大谷卓史（吉備国際大学アニメーション文化学部准教授）：インターネット研

究倫理：AoIR の倫理的判断を支える倫理ガイドライン 20 分 

10:05～10:25 加藤尚徳（株式会社 KDDI 総合研究所アナリスト）：健康データ活用の法的側

面：米国 HIPPA 等の規制から 20 分 

10:25～10:45 村上祐子（立教大学大学院人工知能科学研究科教授）：デジタル版悪という

凡庸 ～ ＡＩ/データサイエンス社会における差別と社会的偏見 ～ 20 分 

10:45～11:05 辰己丈夫（放送大学教養学部教授）：大学教育で ELSI を扱う際の構成や工

夫について 20 分 

11:05～11:20 休憩 

第 2 部 パネルディスカッション： 

講演登壇者＋ディスカッサント：森下壮一郎（株式会社サイバーエージェント秋葉原ラボ）

と久木田水生（名古屋大学大学院情報学研究科准教授）（放送大学講座「数理・データサイ

エンス・AI リテラシー講座 心得編」講師） 40 分※ 

※ ディスカッション冒頭、各ディスカッサントから5分程度ずつコメントをいただきます。 

 

６．申込方法・聴講参加費について 

◆本シンポジウムの聴講には、研究会への「参加費」が必要となります（学生は無料聴講が

できます。下記※をご参照ください）。 

◆「参加費」の金額は各回の研究会ごとに設定されます。 

◆今回の参加費は、下記のウェブ・QR コード（項目８．参照）で 研究会開催スケジュール

にアクセスし、開催日「2021 年 7 月 19 日（月）～20 日（火）」の研究会の「参加費につい

て」でご確認ください。ページ下の「聴講参加費（この開催のみ有効な参加費）」の該当「種

別」をクリックしていただくと、登録ページに移動します（カード支払い、もしくは振込用

紙による支払いを選択できます）。 

https://www.ieice.org/ken/program/index.php?tgid=IEICE-SITE 

◆なお、研究会の年間登録を行っていただくことで参加費は無料となります。参加費のお支

払い、もしくは、年間登録をしていただくと、「技報オンサイトビュー」より技術研究報告

（技報）の電子ファイルをダウンロードする権利が付与されます。（参加費支払いの場合、

参加された回の研究会の発表資料のみダウンロード権が付与されます。） 

◆ 参加費や年間登録、技報オンサイトビューなどのさらに詳しい情報も、上述の「参加費

について」をご参照下さい。 

◆学生は、技報のダウンロード権がない無料参加も可能です。無料参加をする場合も、上記 

の「参加費について」から登録を行ってください。 

 

 



８．「参加費について」QR コード 

 

 

７．問合せ先 

site-contact@mail.ieice.org （吉永、大谷のいずれか宛てでご連絡ください） 

  



別紙１ 

 

SITE 研究会 2021 年度連続講演・シンポジウムシリーズ 

「データの科学・技術の ELSI とその教育」 
 

電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会 

 

2021 年度電子情報通信学会技術と社会・倫理研究会（SITE 研究会）は、数理・データサ

イエンス・AI の科学と技術にかかわる倫理的・法的・社会的側面（ELSI: Ethical, Legal, 

and Social Implications）とその教育に関する連続講演およびシンポジウムを実施するこ

ととしました。 

日常的に生成される大量のデータを収集し分析して価値を取り出すデータサイエンスの

研究と実践は、各地の大学で学部・学科・コースが設置されるなど、社会的ニーズが高まっ

ています。一方、2000 年代になって、ハードウェア技術の向上によってディープラーニン

グなどの機械学習が飛躍的進歩を遂げ、社会的応用が進むとともに、研究開発も継続的に進

展しています。これらの科学・技術の背景には、統計学的手法の応用があり、数理科学の工

学的応用の社会的インパクトはきわめて大きなものとなってきています。 

文部科学省は、各大学に対して数理・データサイエンス・AI 教育の取組みを奨励し、数

理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度を開始しました。放送大学は、この動

きに対応して、数理・データサイエンス・AI 講座を開設し、この分野に関心をもつ受講生

のニーズにこたえるだけでなく、大学設置基準 19 条の解釈によって、上記プログラム認定

制度に関心を持つものの、スタッフ等の制約からプログラム実施が難しい大学に対して、同

講座を活用してカリキュラムを編成する支援を行い始めています。 

技術と社会・倫理とのかかわりに関して研究を行ってきた SITE 研究会は、このような社

会的なニーズを受けて、数理・データサイエンス・AI を包摂する「データの科学・技術の

ELSI とその教育」に関して、次のような連続講演・シンポジウムを企画しました。 

 

◆2021 年 6 月 講演「データサイエンスの ELSI と教育」（SITE 研究会と情報処

理学会電子化知的財産社会基盤研究会（IPSJ-EIP）の合同研究会) 

2021 年 6 月 8 日（火）辰己丈夫（放送大学教授）「数理・データサイエンス・AI リテラシー

教育への放送大学講座の展開と活用」（10:00-11:30）（オンライン開催） 

 

◆2021 年 7 月 シンポジウム「データサイエンスの ELSI と教育」（電子情報通信

学会・情報処理学会 6研究会合同「セキュリティーサマーサミット 2021」） 

2021 年 7 月 19 日（月）シンポジウム「データサイエンスの ELSI と教育」（13:30-16:30） 

司会：SITE 研究会顧問 



13 時 30 分～13 時 35 分 開会挨拶・趣旨説明（小川賢 SITE 研究会専門委員会委員長） 

第 1 部 講演 13 時 35 分～15 時 50 分 

1) 村上祐子先生（立教大学教授）：データサイエンスの ELSI とは何か 

2) 辰己丈夫先生（放送大学教授）：放送大学における数理・データサイエンス・AI リテラ

シー講座・「心得」編 

3) 加藤尚徳先生（KDDI 総合研究所/理研アナリスト）：データサイエンスの法と倫理 

<休憩> 10 分 

4) 久木田水生（名古屋大学准教授）：人工知能の倫理とその教育 

5) 森下壮一郎（サイバーエージェント秋葉原ラボデータマイニングエンジニア）：データサ

イエンスの実践と法・倫理 

<休憩> 10 分 

第 2 部 パネルディスカッション 16 時 00 分～16 時 30 分 

閉会挨拶 （小川賢 SITE 研究会専門委員会委員長） 16 時 35 分～16 時 40 分 

 

◆2021 年 11 月開催 シンポジウム「電子情報通信技術における ELSI の実践と

教育」 

委員長挨拶および趣旨説明 15:30～15:40 

第 1 部 講演 15 時 40 分～16 時 55 分 

1)岸本充生（大阪大学教授・ELSI センター長）：企業活動に ELSI 対応を統合する ～ 人社

系産学連携の実践 ～ 

2)浜田良樹（旭川工業高等専門学校教授）：科学技術をめぐる合意形成とエンジニアリング

デザイン 

3)村上祐子（立教大学教授）：大学院レベルの ICT-ELSI 教育 ～ 科目「先端科学技術の倫

理」を通じて ～ 

<休憩> 10 分 

第 2 部 パネルディスカッション 17 時 05 分～17 時 35 分 

 

◆2021 年 12 月開催 シンポジウム「データサイエンス・人工知能の ELSI と大

学・初中等教育」(SITE/IPSJ-CE 連催研究会) 

第 1 部 講演 12 時 30 分～13 時 25 分 

1)村上祐子立教大学教授: データサイエンス・人工知能の ELSI と大学教育 ～デジタルシ

ティズンシップとリベラルアーツ～ 

2)辰己丈夫放送大学教授: 情報倫理教育における「数理・データサイエンス・AI」と放送大

学の取り組み 

3)中園長新麗澤大学准教授: 初等中等教育における人工知能・データサイエンスと ELSI 教

育 



<休憩> 5 分 

第 2 部 パネルディスカッション 13 時 30 分～14 時 00 分 

司会: 鈴木大助北陸大学教授 

ディスカッサント：兼宗進大阪電気通信大学教授 

 

◆2022 年 3 月開催 シンポジウム(SITE/IA/IPSJ-IOA 共催・連催研究会) 

SITE 研究会委員長挨拶・趣旨説明（小川賢神戸学院大学教授） 9 時 20 分～9時 25 分 

第 1 部 講演 9 時 25 分～11 時 05 分 

1)横野恵（早稲田大学准教授）：人由来のデータ活用のイノベーションとその倫理的問題：

医療データを中心として（仮題） 

2)大谷卓史（吉備国際大学准教授）：インターネット研究倫理：AoIR の倫理的判断を支える

倫理ガイドライン（仮題） 

3)加藤尚徳先生（株式会社 KDDI 総合研究所/理研アナリスト）：健康データ活用の法的側面：

米国 HIPPA 等の規制から（仮題） 

4)村上祐子先生（立教大学教授）：AI・データサイエンスの ELSI：バイアスと差別の問題を

中心に（仮題） 

5 辰己丈夫（放送大学教授）：大学教育で ELSI を扱う際の構成や工夫について 20 分 

休憩 15 分 

第 2 部 パネルディスカッション 11 時 20 分～12 時 00 分 

講演登壇者＋ディスカッサント：森下壮一郎（株式会社サイバーエージェント秋葉原ラボ）

と久木田水生（名古屋大学大学院情報学研究科）（放送大学講座「数理・データサイエンス・

AI リテラシー講座 心得編」講師）※ディスカッション冒頭、各ディスカッサントから 5 分

程度ずつコメント提供。 

 

以上。 


